
Ⅱ-38 七カ1賭琴暴の設計について

回堀程拗設計享笏 正貝 ノ1疇菫汗

この橋采は国鉄赤絶森喀丼)||に架設される会長イの″のた 鉄五橋でぁり、わか国では

じめて餃 ル∠とοη力αγどぢ ェ去と米用したものである。係 せスノヽン′32″の34鍋 違

乾1ぜり子連メリなり、碁雄|」‐
-4筒で深さ〃″の鵬力1辱|二根を下している。スバンを332″

|ことつたのは翻 の2水 でスパンを3θガ辻 |二とるほ署があつたためと.会長を/2分し

た¢果である。霧造クリにいたI」等スパス名先ぼりよりも十卿 が後|1径間よりな分長い方

が初 |て
'あ
るが、タト雛 、Eの外 スパンの方がで「ましいと思|せれたので主力ようなス

バン申|り十二した。‥ 」中間語跡生にあり、それ|■作用するアК平力|」嫁 時2∂る̀ ぎ́

ある。これ|二手する井筒の前卑オル＼れ|よ識纂の修豪≧"何によつてrし'帰||をと夫き」歿けてそ

の下の粘上賃上|二́＼るごと|こなるが、一 行はれた実験|二よると丼筒の水平囃瘍動は

丼街前面の文イカ土圧だけを考えた場髪卜よりもはるつ`1二人きくなるEとがかつてぃるので
'、

地耐力のある列冽陽1■とどめ井筒のポさは一派|■L色.Eの よぅ|二すれ|よ
r下|二ある粘上僣

の圧着|二より洸下を生じたにtても、不箸え下そが少くてす七.拠彬影屁査|二よると二の粘_L

をはえ行工密をうけよくし」つたもので、/~■者光下のたぬ」少い.不辱光下が桁11及|ユ
・
す

塀移箸は考えてある.衿` まで`の愛字とみるとRC本行の残察T¬二より橋力を移||したと冦|まれる移||

も多い。この場 」」暑を桁なので%ち にくいが、ス1■徴彬υ痛Ⅲ3祐iが
i権薩:をタトれ|=くくす

るよラ|=癬貌～の頂面となくした。

た 桁の設計はい 裂釧円%豹布で行しヽ、なお∠o/7カ∂ガ′参考悸蒻鶴昨の一分ックを
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)けた。それ|二より及史した奏|まほとんどなく、用!L鉄筋乞ました粗友である。桁1意施■

断面よりなる撃紘 六勤む臼喬て
・り能 は<シθ、片狽|||]ウ/″η歩乙があり、歩道用スラフ

｀
も

勧 面の~打たみなす。わ力1止めのコンクリートは桁の一夕「と考えすあ゙おき|二接日地ど設
ける。桁高はえ券間汗で/θθ″,文実上て

｀
22θ″為り、その間|}長さθ″の直お＼レチがある

動支夫上で22θ″とるた妥|」ないが、外舞 魯蟹間の形を同じ|二するために2′2θ″とし

同様なハレタを設けた。

′6ケーフ́ル|ま力
″
χストランド/7る木よりなり、/ろω口方のシース内11/夕|〃木、/争をに

ψここされている。 このヶイアルク`′トル4θb lゴケぁる。

桁は支係ェの上で一体|ニコン7リート打ちされる。雅方向にはプレストレスさえていな

ぃで′スラブ|ま敗うと下夕||のスラブと一材`となり鉄筋コンクリ
ートのホ・ックスラリンとして計算

|た。膨千1二IJ 3のラ
ーメンの主直奇材として/ろ勿ηttκタバθa″問陥|]画乙置されて∨ヽろ。

本体こ去で|」桁端とアン刀―プロックの間|ニンVノキと入れてフ
・ロックをす甲しムじ%振するのが普

通であるが、ち力 ||ては連続1まりの十闊支臭上|二緊雰L曰兇ιと技けE El二̀ω`ジヤッキ之4り

入れく狽1擁轡司の新子をつ翫勿冽7しムし‐プレストレスをカロえた。紹 毒のは質芳:日地でくり

/700`である。緊方をと後ヽって/7う`El之のコンクリートを才丁ら、万カイヒ後ジヤッキととり去る。
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